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　　　　　　第2図：麗切区及び殊上夏切区の地下部皮部に於げる炭水化物含准量の承節的変化（鼠返）

　　　　　　　A：夏切区　　．　B：棟上風切区

瀞吻区に比鞍しでジ1災水化物の謄蔵が落鷲後おそく法で　　落傭期以後に於ける最高鮨幡，むしち夏切区の方がrkで

続輔のと燃禍・鍬化物舗燈の最焔は蝿区　泌力馳のこ庶燦水働端蔵が諌欄躯では古
が嶽切区に比しで薯しく高いのは，前君で陰伎鼠のlj21採　　条の部分にも相当fliわれたことを示すものと思われる。

による購物vaの殿が少いとと及び同化翻捕穐　冬期職の騨礎水イヒ伽変化観ると，両区共職
上部の大さが大であることより当然のこと．Y思われる。　　冬期に減少し，，4月下旬の爾穿期蜘搬罵再び顕署に増大

　　実験Pt＝　：翼切区及株上夏切区の地下部皮部　　　　するoその後地下部の賠蔵炭水化物は両区共に憩激な滅

　　　に於ける貯蔵炭水化物の垂節的変化．　　　，　　　少を示すが・これは新梢の伸長に利用されたことを意昧

　前確夏切後伸擾した鼠返の＝年生の枝条を当年響蚕期　　する様である回．

の6月10日に伐採したものと（夏切区），夏切に当って　　　　　実験第三§：地下部の皮部に於ける粗脂肪含

二年生捜条の下部1尺を残して伐採したもの（株上夏切　　　　　　有謹の撃節的変化

区）につき，地下部皮部に於ける貯蔵旋水化物の畢節的　　　爽験第二と同「の材料である夏切の鼠返の地下部の皮

変化を調べた（第2表及び第2図）o両区共摘藁肱行わ　　部を供試し，粗脂肪の含有董を測定した。その輿験結果

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　ほ窮3表に承され，こ牙’Lの変化経過と炭水化物のそれ

　先ず夏切区を見ると，6月初旬の夏切以後胞下部の貯蔵　　　（第2袋）とを対比したものが第31測に示されている。

炭1k化物は著しい誠少を示し，9月初旬に最少となるが，　　　地下部に於ける脂肪の蕎償は夏期の枝条の生畏期に隙

こ和愈夏切後の被条の再生に伴う地下部の鐸臓物質の消　　少く，冬期に著しく増火し，早奪の萌頻戯前に減少す

耗を示してbるものと解せられる。9月申旬に橡零実験　　　る。1斯る脂肪含有量の畢節豹変1ヒと貯蔵縦劇ヒ物のそれ

区でぽ伎条の伸長鳳殆ど停止したが，その頃から炭次化　　　とを比較すると・生便期間には地下部の脂肪含宵燈は燦

物の貯蔵が顕薯となり，1月初旬には媛大となる。株一ヒ　　フ煎勤のそれと略似た変化をなすが，冬期以後は両漕の

切夏区でも略岡様な変化を示すが，伐採後の枝条の再生　　変化は明かに相反し，厳冬期頃の炭水化物の減少する時

に俸う地下部の物質消糊が夏切区に比較して開らかに少　　　期に隊肪肪は増加し，早膏に於ける繭穿直前に欧巌水化

く，これ憶腺上夏切区では鞄下部のみならず，古条に残つ　　物の増加と脂肪の減少とが相俸つている。それ似後新総

ていた貯蔵吻質が枝条の再生に利用された為であろう。　　　の生擾が始まれぽ両蔚は共にi破少する。
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昏時期に於ける熊水化物の含有量憾欄藥区は“綱ll！“葉区に　　　つ℃（田ロエ939），本1爽験に於ける如さ繊イ寸16年及灘19

比1鮫して明らかに少く，総奨が地下部1：：　fi！；ける贈蔵物質　　傘目の根刈仕立の桑樹の地下部でも，耀附製1年の鶉～・桑

の蓄積に著しく影陣することが判るo　　　　　　　’　　　雌にても，貯蔵物質の消長の模様剛略醐杓セであ：ることが

　　　　　　　　　　諺’　i繋i　　　　　　　　　　　　判る。桑樹の砺封言暇前に於ける脂肪め激少とそれ、に伴う

　樹木の貯蔵物蟹ぽ・調と’1’て無窒、嚢脊機物てあっ。て，　　炭水化物の増加は，化学分祈的に魂爽験で始めしC確認し

含i鷲素有機物の貯蔵吻鷺1こついてぽ余り知られ七㌔、ない　　たが，饗期聞に増加した脂肪1忠早羅獅び燦水化物に1陵換

（坂詞1950ゐ前蔚のう宰では礎水化1吻及び脂肪が童なも　　　層し，その後榔の枝柴の化黛に俸つ・ご消躍されるものと」｛li

ので，著岩1」轡よこ牙1湊卸；tOli節酌変化と収撰法との関係に　　　驚され，ゐ。

ついて追求．した。附蔵炭水化物としてIIJ；澱粉・糊類．M　iv：　　　1艮礎浩の桐異と貯蔵物醐との関係について，先ずlslt三瀬

ヘミセル臣ズ継あるカt：，瓜では鋤鮒糊：棚郷　区と糊区腔幽1・変して見ると認蜘殿搬／・た」胎
鰍辮1して翻・・畑龍もつて臓点ナ～州二伽襯　舶・・…・行紘い贈にi・ヒ’t。て漱嫌の‘脹に｛糊ぞテ蔵

．と滑脚・VIZo糊の一へl！l三1川叙醐1939）・細蜘吸　鰍化物のセ臓が凝，膿・かで続。叉1蘇雛探磁

細び隈に於け翻脚了∫酬総ノ撚化物の判1働嚢化　い嚇は，・齢乱翫噺鴛比1竣して落糊傾羅謝る物
は・搬として貯蔵II粉’誠謡しに泌西αされ・ること1：明かに　　　娯厩i・戒がより多いが，これは荊爵に於て1’2；，貯蔵物質の

し距が・諸ノ芝験に撫：｝’る距勘k化物雀．1側勲り消侵もi多分に　　澗ll韮ンジ少いこと・｝及こ胴化作」彫ビ行うところの瀧のi翻竃

澱概雪ま窪の変fヒ1ご1」ゴ・｝｛をいマい筒もの・f：’ゼ縣）／／，1ゐ。　．　　　が多いことによるものと推弓齪れる。

・1也’階1；の皮部に於け一る貯蔵炭制1二物の畢1繰勺変骸揃1　・雇切区と撫ピ戦切区とを比ll咬すると，伐採後の械条の

1蛎すると・麗期の被秦の尭上琵期及び厳・鯨期願の：：つの1嵜　　1瑠膿こ伴う他下部の鍛水・化物の消耗ほ，前鷺の方がより

期に減少し・秋期の落環期頃とr辱琴きの冬芽の萌蜥隆〔前と　　：」〈であり，その後に於ける畢節1：1勺褒化の振幅もより穴で

のよコ配の増大期がある。・一・方粗脂肪の奮有阯ヒ」二・善ヒ畏期　　臨る。これ｝一）：株上炭切区に方冬て1測亘下部のみならず，切

剛・｝端鰍化物の変（i；と似た∫鰍鶴すが・騨1切頃　磯騨た練の部多｝繍灘’1どして糊礪1，　i，，

の脂肪の増加1よ余り明瞭でない。脚ち二錐蟹三樵無に於け　　　この部分に於ける貯蔵物鞍が披柴の桝ξ瞳亡有；｛；llに利用寄

・る冬穿の關穿伸優（立通区）或豪霊焼採後に於ける枝条の　　れることを泳して「いる。藁の摘撮が物禰謄蔵に大き・く影

再生（蘇切区・夏切区・株上）．es切区）等に伴つて地下部　　　1騨することほ，摘簾区と無摘漿区との肺歳炭水化物の比

の貯蔵淡水化物藁び脂肪の減少が起る力竃，このこと1零地　　　較によつて明もかである。

下部の貯蔵獲分が勉上部1こ転流移行し粘枝条の伸喪や　　　取鍵験の結果より地’ド部皮部の炭永化物禽有搬の変化

再龍生優等の新器官形腹に役立つて、・ることを示してい　　と，その組織粉来上ヒ重のそれ（田口。西村1952）と薯ヒ比

るものと解せられる。核条が或る程度僻1長すると・藥に　　較すると，両籍がよく似ている（本報第1図と胸報第1

於け胴化儒醐ん｝・r・・6ことK・瞭礁髄鄭　図鉢報第咽と醐諏暁の比li変）．即糠樹轍
低ける・ととによるものとttsrtigさ泌と・ろの庸蔵　条や根卿謝蔵縮に於て購の繍粉…枇動難

・齢の舗が起るが，これ・｝ま特醸水働に於て著し　は・購灘の増灘多頒姻擁るとの擬（1珈

く・斯くて地下部畷水1ヒ睦胎龍は諾鯉醐に鍬　1942）が更に糠験によつて購きされている。1．かし

鞭出現する・即ちこの　寺期に於ける購鮒の蓄積　両麺変化餌彌な点に於て眼るところ鵬り，これ

剛冒鵬りも㈱｝の形』 巣i・れる方がより多〕謙筋　｝霊組糊末聯騨に醐舗のみによつて姻さ褐

・る・・翻か岬醜かけて1嵌水化物9変flaと脂肪の変　ものでけないとL・・S・it－Lとよ哨然であろう調じく樹木

㈱・燗となり，厳冬期に於｝ナる幽M物の灘臨そ　の際・砺つても識条の先端部の如儲素含韻噛　、

の醐に於ける繊の駒と相伴つており・こ禰恐ら　L・部分では，その懲醐末雌力齢化物含舩と灘

く気温の低下並に醐の含雌の減少等賄力に鵬，　白1幽凋しとの瀦の駅によつて，著しく髭影響されze　・

澱粉の脂肪への転換が起つたものと考えられるo冬期に　　ということが，落漿果樹に於て明らかにされていること

於ける斯る脂肪の増加目こ桑樹の而脚峯性。耐誓吃性な増加せ　　　は（勘11奇。田口1953），戴に参照さるべきである。，

．Vt°tseと嚇であろう（田m939）．・　　　融碗一ド部螂に於｝ナ粥灘働嘩の撫尉鱒

駈の炭水働並に脂肪弊鋤畷1臓桑接横の　的変1ヒ、励ど岡鰍変化力い1厄下部・妹糊1や量螂防
1鮒当年に鄭鞭の皮部の職・的変化と殆ど鵬1・舳　麟・木騨でも起躰暮ることは，」．揃の舗竜｛…課面
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m939）よ．り雄定される。昏種の樹木に．於て地．ヒ部と地　6．一一一一・爾村善次：信大・繊維・1朔腕報告・

’F部とで幡も貯蔵吻質の畢節的変化の模様fj　’：，明らかに　　　2；ユー6・（1952）．

鄭ととが鮪されているが（fク1燃1，。、B，、．1935），、に　7・古聴：麟縄筋轍11：28～41・（1942）

轍の地下部の変伽，他の蘭で見ら矛、娩上部曜　　　　　s“mrnary
化・」・く似て・・…襯実験の鵬地隙比・・、船踏1薮？琶齢11°1舗s，£1鵬’罵獅

的浅い部分が供試されている為であろう。　　　　　　　　・solution　and　those　of　Ci’ude　fat　wcre　determined

　　　　　　　　　　摘　要　　　　　　　in　the　batk。f　mulb…yr・。ts　which　xvere
　桑樹の蛍嬰貯蔵吻質である炭水fヒ物及び脂肪の承節的　　cultiv捗ed　in　a　c「讐fie1d・The　trecs　Us“d　ns

変1ヒと．桑樹の1購法との関．係鶴1る為に根洲耽倣接　e孟p照me漁1蝋岬1s・v鵬脚w曲・伽f・・11。一
鼠鰍て蠣返碗下部の麟につV，で，弱細灘ll繊　wmg　manner：鯉tw°y“a「g．°ld　・tem（n・…t
水化物並に粗脂肪含有量を測定した。そめ結果によ矛tぼ，　　yea「to　planting）and　the　ste「ns（sul．）tequent

　．1　地下部の皮部に於ける贈蔵炭水化物は，夏期の枝　　　yea「s）of　each　t「ee　were　cpttcd　off融ar　thc

．細蝦嚇塒期及び厳冬‡顯の二圃畷少期があ　9「醐dcvury・yea”，　f°「mtPtSt　th°r鶴tl・e　st‘”clc
り秋の落鰹腋及び騰の鵬・期Ol／i：τll」の：：つの　糊に　f・°・n　which　new　sh°°ts「egopc「ated　every．y”ar．

最高期がある。　　　　一　　　　Th蝉pe「i塒e几tSW°「e　catried°“t　with，囎e11
’…2地一榔の麟に於鵬脂肪含樋は，夏期の蝦　and　n・neteep　year：・61d　t「c‘’s　thu・culti”・ZCed・

期聞は巌永化物禽有澱め変1ヒと略同様に増減するが，落　　　The　maXtma　of　the　carbohydrato　contents
葉期頃の増大は炭水化物に於ける税薯しくない。即ち被　　　were　fouad　i職the　lea£・－fall　period　in　late’ttutuinn

条の生長速度が低下する顎より落藥期にかけで起る所の　　ancl　also　in　the　period　just　before　the　bud（ling

轍蟹の講、蝕として炭水化1勿によ徽で麟。　i・・a・1y・P・i・g…dth・mi・i㎜ai捻．the　PgY．ig．d
　：1　冬期以後に於ける炭水化物の変化と脂肪の変化と　　　of　the「apid　shOQt　9「owth　in　ea「ly　o’「middle

t・：」tLcl　Xsrり，炭水化物の1砂する厳冬期には脂肪囎力tl　s・mm・…d・1・。．・in　th“m圭ddle°f　wi11哩・

し，これ・は桑樹の耐簿性並に耐乾臨の増大な来たさしめ　　　Changes　in　contenしs　gf　t11¢fat　were　almos亡sユ＿

るものと解される。冬穿の憲の醐芽直前の鍛｛k化物の増　　　milar　dUring　the　gt’ewil．lg　season　to　those　of

夫する時期にに脂肪ti：ta少し，ごれは冬期一旦増加しk　　　the　carbohydrぎtes・bUt　the　increase　of　the
脂肪が再び炭水化物に轍し，その後の新条の伸長に」；　’f・・m・・at　th・　leaf－fa11　tim・w・・n⑪・s・。bvi・U・

つで利吊されることを示しているものと推定される6　　　as　the　latter・During　wまnter　timo　the　fat　co；1－・・

　tl・立通区は醐区に比較して，枝条の‘脹期の段臓　t・nts　・h・ng・d。PP・・itqly　t・th・。a・b。hydtate

炭水化物の消耗が署しくなく，落漿期の最大値もより大　　　contents，　showing　the　maximum　in　the　middle

である。斯く立通区では巌水化物の蓄積がより奥く行わ　　of　winter鋤d　maτked　decrease　jUst　bofore　the

れるのは，被条の伐採による附蔵物質の消耗の少いこと　　budding　time・

及び葉の鋳生が多く，伺化物質の蟹擢が盛んである為と　　Wh・n　the　tw。　yc・rs。ld・t・nl・・n　the　s亡Qck
思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　ea¢h　tree　wc｝re　cutted　before　their　budding・

　5　夏切匿と株上麗切区との地下部皮部¢）貯蔵炭水化　　　the．carbohydrate　reserves　were　more　decreased

物のi婆節的変化を比較すると，前者に於てほ後藩に於け　　afterwards　tht　n　in　the　case　in　which　no　8t¢mg

るよりも，伐採後の枝条の再生に伴う僕水化物の消耗が　　』were　cutted　in　the　ytar・Andゆe　m’axirnUm　in

碧しく，且つその含有蚤のi変化の振幅がより大である。　　・the　carbohydrate　contents　in　autumn、vas　hi黛h＿

このことは株上麗切区でぽ，地下部のみならず切り残さ　　er　in　the　latter　case　than　in　the　f。1’nler．

れた古条の部分も貯蔵羅官として働ぎ，父その部分に含　　　When　the　two　years　old　stems　of　each　tree

有される貯1鐡吻質も，枝・条の坐長iに利用され、偲ることを　　　were　cutted　off　i馳eatly　SUmmer，　the　carbohyd一

示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rate　reserv撃decreased　markedly　from　that　time

・6　夏切区と夏切摘鷲区との貯蔵炭水化物舎有澄を比　　on　accordirig　to　the　growth　of　regeneratecl　new

較すると，後者でに前巻に比較して明かに少い。即ち摘　　shoots・丁厩se　decreases　in　the　reserves　were

藏した場合は，然らざる場合に比して地下部の物質蓄積　　much　greater　in　the　case　of　cuttipg　thc　stems

「ヵ曙しく少くなる。　　　　　　　　　　n。ar　the・t・・k　tha・・in　t1・・ca・e。f・utting　th・m
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